
本設配管平面・ 横断図

本設配管平面・横断図

BP

EP
Gp

(歩道)

CL

CL

E

T1

T2

図面総数

所属年度

第

縮尺

設 計 製　 図係 長副課長課　 長

号 第

年度 年度

図示

照 査

葉

令和 令和

1

大 麻 地 区 露 出 鋼 管 取 替 工 事
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作 成 年 度
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M.D.I.Pφ150

M.D.I.Pφ150

S57-No.11

S57-No.11

橋梁詳細図参照 県道歩道D① L=3.7m（H=0.80）

DIP.GX(S種)φ150 L=2.7m

県道歩道D① L=4.6m（H=0.80）

DIP.GX(S種)φ150 L=3.6m DIP.GX(S種)φ150 L=2.0m DCIP.GX(1種)φ150 L=4.5m DIP.GX(S種)φ150 L=1.8mDIP.K(1種)φ150 L=1.0m DIP.K(1種)φ150 L=1.0m
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露 出 鋼 管 ①



(H=800)

底板 60S (NHVO-25-60S)

下部壁 300C (NHVO-25-300C)

中間壁 300B (NHVO-25-300B)

中間壁 100B (NHVO-25-100B)

上部壁 150A (NVK-25-150AN)

鉄蓋 150H (CVOS-21G-15L)

土被り
名称

φ200～φ50
仕切弁ボックス組合せ表 (φ250タイプ)
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配管図

EP
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注:1.一覧表の数値は単独曲管の場合の必要一体化長さであり
　　 複合曲管や、他異形管と連続設置する場合の必要一体化長さは異なる。
   2.図中に必要一体化長さが記されている場合は図中の値を参照する。
　 3.必要一体化長さには異形管の長さは含めない。
　 4.単独曲管部では曲管の両側に一体化長さを確保すること。

管端・仕切弁部

管径･(土被り)
名称

水平曲管　45°以下

水平曲管　45°～ 90°以下

水平丁字（三方向共通）

必要一体化長さ 一覧表　（0.75MPa）※ポリエチレンスリーブ無し

φ150・(H=0.80)

1.0m

4.0m

1.0m

7.0m

Gp

21.9
6

(歩道)

CL

CL

E

T2

T1

A部詳細図

洗管

A部詳細図

(仮設工事)

図 面 番 号

工 事 名 称

図 名

係 員

図 面 総 数

所 属 年 度

第

縮尺

設  計 製 　 図係  長副課 長課 　 長

号 第

年 度作 成 年 度

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課

年 度

図示

照  査

葉

大 麻 地 区 露 出 鋼 管 取 替 工 事

令 和令 和

2 14

4 4

S57-No.11

M.D.I.Pφ150

M.D.I.Pφ150

S57-No.11

側溝

ﾒｶ形ｷｬｯﾌﾟ(鋳鉄管用)φ150

HIﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄφ50

ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽ（塩ﾋﾞ製）

HIﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄφ50～2個

ｽﾘｰｽﾊﾞﾙﾌﾞφ50(10K)

HI.TSφ50×0.5m

HIｴﾙﾎﾞφ50×90°～2個

HI.TS(立上管)φ50×0.70m

HI.TSφ50×3.5m

県道歩道As J② L=4.0m(H=0.30)

S=1:100

配　管　図

平  面  図

G-Link

GX形継手(ライナ使用)

GX形継手

K形継手(特殊押輪使用)

凡　例

橋梁詳細図参照 φ150×1.0m

1.00

 φ150×1.0m

1.00

DIP-GX(S種) DIP-GX(S種)

3.57

 φ150×3.6m

2.74

 φ150×2.7m

DIP-K(1種) DIP-K(1種)

不断水切換弁φ150(鋳鉄管用)

仕切弁室φ150　d=0.80

不断水切換弁部土工図①

県道歩道As D①  L=1.0m(H=0.80)

離脱防止金具（既設管用）φ150

K形継輪 φ150

K形継輪 φ150

K-K形乙切管 φ150×1.00m

K形用特殊押輪 φ150～4組

GX-G形乙切管 φ150×0.79m

GX形曲管 φ150×45°

GX-K形甲切管 φ150×2.27m

GX形ライナ φ150

GX形両受曲管 φ150×45°

GX-G形乙切管 φ150×0.85m

G-K形乙切管 φ150×1.69m

不断水切換弁φ150(鋳鉄管用)

仕切弁室φ150　d=0.80

不断水切換弁部土工図①

K形継輪 φ150

K-K形乙切管 φ150×1.00m

K形継輪 φ150

K形用特殊押輪 φ150～4組
ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔工φ50　(100-200mm未満)

露 出 鋼 管 ①



ｺﾝｸﾘｰﾄ防護
S=none

コンクリート取壊・復旧工①

コンクリート取壊・復旧工②

S=1:30

S=1:30
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橋梁詳細図

大麻地区露出鋼管取替工事

平  面  図 S=1:50

側  面  図
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1/50

図 面 番 号

工 事 名 称

図 名

係 員

作 成 年 度

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課
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橋　梁　詳　細　図
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5
0
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5
0
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5
0
0

DIP-GX(S種) φ150 L=1.8mDIP-GX(S種) φ150 L=2.0m

県道歩道D① L=2.1m(H=0.80)露出県道歩道D① L=2.1m(H=0.80)

DIP-GX(1種) φ150 L=4.5m

K形継手(特殊押輪使用)

凡　例

G-Link

GX形継手(ライナ使用)

GX形継手

500

5
0
0

8
0
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8
0
0 2
0
0

2
0
0

露出部4000

4530

70 810

4000

70540

11
40

1140

2060 2070

G-G形乙切管 φ150×1.00m

GX形両受曲管 φ150×22 1/2°

GX形曲管 φ150×22 1/2°

GX形曲管 φ150×45°

GX形両受曲管 φ150×22 1/2°

GX形曲管 φ150×45°

G-G形乙切管 φ150×1.00m

GX形両受曲管 φ150×22 1/2°

GX-G形甲切管 φ150×4.49m

GX形ライナ φ150

コンクリート防護

18-8-40BB

コンクリート取壊・復旧工① コンクリート取壊・復旧工②

コンクリート防護工　L=2.1m コンクリート防護工　L=2.2m

露 出 鋼 管 ①



凡　例 名　　称

粗粒t=5cm+密粒t=5cm,不陸整正(車道)

密粒t=5cm,不陸整正(車道)

密粒t=5cm,不陸整正(歩道)

密粒t=4cm,不陸整正(車道)

密粒t=4cm,不陸整正(歩道)
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舗装復旧平面図・ 詳細図

大麻地区露出鋼管取替工事
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舗装復旧展開図 S=FREE
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図 面 番 号

工 事 名 称

図 名

係 員

作 成 年 度

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課
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M.D.I.Pφ150

S57-No.11

M.D.I.Pφ150

S57-No.11

舗装断面4

県道歩道　A=60.0㎡

舗装復旧平面図 S=1:250

(県道歩道部)

舗装断面4

不陸整正

仮復旧・t=3cm

AsAs

（復旧前）

0.
04

（復旧後）

 全面復旧します
 の距離が1.2m以内の場合は

掘削幅B

掘削幅B

歩道全幅復旧

既設舗装・t=4cm

密粒・t=4cm(ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ)
※ 影響幅から施工目地まで

露 出 鋼 管 ①



大麻地区露出鋼管取替工事

掘削標準断面図

239

61

φ50

300

250

250

186

300

114

φ100

W1

(県道・歩道)

既設AS舗装(t=4cm)

250

250

300

300

②
種　別

①

土被り　H1

タイプ

管 外径 D

口　径

舗装幅　W1

埋戻し　H2

掘削深　H4

機械掘削　H3

発生土

仮設配管

瀝青材無し

AS仮復旧(密粒・t=3cm)

969

919

769

550

169

φ150

W1

150

800

種　別
①

土被り　H1

タイプ

管 外径 D

口　径

舗装幅　W1

埋戻し　H2

機械掘削　H3

既設AS舗装(t=4cm) AS仮復旧(密粒・t=3cm)

路盤材 (RC-30)

発生土

埋設表示シート

(アルミシート)
DCIP-GX

(県道・歩道) 瀝青材無し

掘削深　H4

(良質土)

(良質土)

図面総数

所属年度
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年度 年度

照 査

葉
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図 面 番 号

工 事 名 称

図 名

係 員

作 成 年 度

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課
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IRS/1Dの時配置

IRC/0Dの時配置

1
,
11

9

81
91
,3

1
9

50
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2
92

600
464

16
9

3
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AS仮復旧(密粒・t=3cm)

瀝青材無し

機械掘削～埋戻

人力掘削～埋戻

路盤材

G.L

S=1:50
不断水切換弁 φ150(本体体積:0.02m3)

不断水切換弁部土工図①

(良質土)

※埋設シートは、管頂から200離れた箇所に布設する。

S=1:20掘削標準断面図

(県道歩道部)

断面J断面D

(県道歩道部)

露 出 鋼 管 ①
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平 面 図 S=1:500

横 断 図 S=1:100
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葉

照  査

図示

年 度

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課

作 成 年 度 年 度

第号

課 　 長 副 課長 係  長 製 　 図設  計

縮尺

第

所 属 年 度

図 面 総 数

係 員

図 名

工 事 名 称

図 面 番 号

大 麻 地 区 露 出 鋼 管 取 替 工 事

本設配管平面・ 横断図

露 出 鋼 管 ②
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4 4



4 .
9 5

5 .
0 1

4 .
6 8

4.
75

4.
85

4 .
9 1

4 .
9 6

5.
03

5.
06

5 .
0 44 .

9 9
4 .

9 7

5 .
0 2

4.
93

4 .
9 2

4 .
9 4

4.
92

4 .
9 6

4.
98

4 .
9 4

4 .
9 2

4 .
8 6

4.
82

4.
78

4 .
7 5

4.
70

4.
72

4.
60

4.
60

4.
60

4.
59

4.
61

4.
59

4.
61

4.
59

4 .
5 9

4.
50

3.
82

3.
803.

80

3 .
8 2

3.
79

3 .
8 2

3 .
8 0

4.
71

4.
74

4 .
7 7 4 .

7 1

5.
23

5.
06

4.
89

4.
72

4.
50

4 .
6 4

平  面  図 S=1:100

BP

H

EP

注:1.一覧表の数値は単独曲管の場合の必要一体化長さであり
　　 複合曲管や、他異形管と連続設置する場合の必要一体化長さは異なる。
   2.図中に必要一体化長さが記されている場合は図中の値を参照する。
　 3.必要一体化長さには異形管の長さは含めない。
　 4.単独曲管部では曲管の両側に一体化長さを確保すること。

管端・仕切弁部

管径･(土被り)
名称

水平曲管　45°以下

水平曲管　45°～ 90°以下

水平丁字（三方向共通）

必要一体化長さ 一覧表　（0.75MPa）※ポリエチレンスリーブ無し

φ150・(H=0.80)

1.0m

4.0m

1.0m

7.0m

(歩
道
)

C L

C L

看
板

Gp

T2

T1

DIP.Tφ150

S51-No.30

(仮設工事)

A部詳細図

A部詳細図

洗管

側溝

ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽ（塩ﾋﾞ製）

HIﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄφ50

HIﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄφ50～2個

ｽﾘｰｽﾊﾞﾙﾌﾞφ50(10K)

ﾒｶ形ｷｬｯﾌﾟ(鋳鉄管用)φ150

県道歩道As J② L=1.4m(H=0.24)

HI.TSφ50×0.30m

HI.TS(立上管)φ50×0.50m

HIｴﾙﾎﾞφ50×90°～2個

HI.TSφ50×0.40m

HI.TSφ50×1.0m

凡　例

G-Link

GX形継手(ライナ使用)

GX形継手

K形用特殊押輪

(H=800)

1

上部壁 150A (NVK-25-150AN)

鉄蓋 150H (CVOS-21G-15L)

土被り
名称

φ200～φ50
仕切弁ボックス組合せ表 (φ200タイプ)

1

配　管　図

 中間壁 300B (NHVO-25-300B)

中間壁 100B (NHVO-25-100B)

底板 60S (NHVO-25-60S)

下部壁 300C (NHVO-25-300C)

1

1

(H=1200)
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(
1種
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D
I
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K
(1

種
)

K形曲管 φ150×45°

K形曲管 φ150×45°

K形継輪 φ150

K形継輪 φ150

K形用特殊押輪 φ150～6組

K-K形乙切管 φ150×1.00m

GX-K形甲切管 φ150×1.28m

GX形ライナ φ150

GX形継輪 φ150

GX-G形乙切管 φ150×0.90m

GX形継輪 φ150

GX形両受ソフトシール仕切弁 φ150

仕切弁室　d=0.80

K形用特殊押輪 φ150～7組

K-K形甲切管 φ150×1.11m

K形継輪 φ150

K形曲管 φ150×22 1/2°

K形曲管 φ150×22 1/2°

K形継輪 φ150

K-K形乙切管 φ150×1.00m

G-K形乙切管 φ150×1.00m

G-G形乙切管 φ150×2.51m

GX-G形乙切管 φ150×0.87m

ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔工 φ50 100-200mm未満

離脱防止金具（既設管用）φ150

県道歩道As D②  L=1.0m(H=1.20)

不断水ストッパーφ150

不断水仕切弁部土工図①

仕切弁ボックス(H=1.20)

昼間

昼間

図 面 番 号

工 事 名 称

図 名

係 員

図 面 総 数

所 属 年 度

第

縮尺

設  計 製 　 図係  長副 課 長課 　 長

号 第

年 度作 成 年 度

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課

年 度

照  査

葉

令 和 令 和

1/100

大麻地区露出鋼管取替工事

配管図

147

露 出 鋼 管 ②

4 4



S=none

18-8-40BB

コンクリート防護

葉

コンクリート防護工　L=1.3m

コンクリート取壊　0.40m3

コンクリート防護工　L=1.3m

コンクリート取壊　0.40m3

3.82

4.75
4.85

4.86 4.82 4.78

4.59 4.61

3.80

3.803.82

3.793.82

3.80

4.64

4.71
4.74

4.77
4.71

4.89

4.50

歩道擁壁天端 4.85 歩道擁壁天端 4.78

LC

(歩道)

DL=0.00

DL=0.00

平  面  図

側  面  図

断  面  図
8
0
0

1
0
0

1
0
0

370

1590 1320

100

300 1500

3660

8
0
0

2700

500

5
0
0

100 370

3800

16
20

1610

DIP-GX(1種) φ150 L=6.9m

露出

ｺﾝｸﾘｰﾄ防護

県道歩道D① L=1.3m(H=0.80)県道歩道D① L=1.6m(H=0.80)

露出部　3560

昼間昼間

(昼間施工)

S=1:50

S=1:50

S=1:50

橋　梁　詳　細　図

GX-G形甲切管 φ150×1.10m

GX-G形甲切管 φ150×2.67m

GX形両受曲管 φ150×45°

GX形曲管 φ150×45°

GX形曲管 φ150×45°

GX形ライナ φ150

GX形曲管 φ150×45°

GX形ライナ φ150

GX-G形乙切管 φ150×1.42m

8
50

60
0

570 570

8
50 60

0

図 面 番 号

工 事 名 称

図 名

係 員

図 面 総 数

所 属 年 度

第

縮尺

設  計 製 　 図係  長副 課長課 　 長

号 第

年 度作 成 年 度

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課

年 度

照  査

令 和 令 和

1/50

大麻地区露出鋼管取替工事

橋梁詳細図

14

露 出 鋼 管 ②

8

4 4
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5
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4
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4
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舗装復旧平面図 S=1:250

H

(歩
道
)

C L

C L

看
板

Gp

T1

T
2

舗装復旧展開図 S=FREE
DIP.Tφ150

S51-No.30

舗
装

断
面

4

既設消火栓ボックス

0.5×0.4=0.2m2

県道歩道　A=42.1㎡

(県道歩道部)

舗装断面4

掘削幅B

不陸整正

仮復旧・t=3cm

AsAs

歩道全幅復旧

掘削幅B

0.
0
4

（復旧後）

 全面復旧します
 の距離が1.2m以内の場合は
※ 掘削幅から施工目地まで

既設舗装・t=4cm

（復旧前）

密粒・t=4cm(ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ)

図 面 番 号

工 事 名 称

図 名

係 員

図 面 総 数

所 属 年 度

第

縮尺

設  計 製 　 図係  長副 課 長課 　 長

号 第

年 度作 成 年 度

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課

年 度

照  査

葉

令 和 令 和

1/250

大麻地区露出鋼管取替工事

舗装復旧平面図・ 詳細図

149

露 出 鋼 管 ②

4 4

凡　例 名　　称

粗粒t=5cm+密粒t=5cm,不陸整正(車道)

密粒t=5cm,不陸整正(車道)

密粒t=5cm,不陸整正(歩道)

密粒t=4cm,不陸整正(車道)

密粒t=4cm,不陸整正(歩道)



34

φ25以下

(県道歩道部)

断面D 断面J

(県道歩道部)

※埋設シートは、管頂から200離れた箇所に布設する。

掘削標準断面図 S=1:20

瀝青材無し(県道・歩道)

1
7
0

2
00

DCIP-GX
(アルミシート)

埋設表示シート

発生土

(RC-30)路盤材

AS仮復旧(密粒・t=3cm)既設AS舗装(t=4cm)

D

3
0

H
2H
3

4
0

W1

H
4

H
1

150

機械掘削　H3

掘削深　H4

埋戻し　H2

舗装幅　W1

口　径

管 外径 D

タイプ

土被り　H1

種　別

4
0

既設AS舗装(t=4cm)

(県道・歩道)

H
3

AS仮復旧(密粒・t=3cm)

H
2 H
4

D
H
1

3
0

W1

瀝青材無し

仮設配管

(良質土)

機械掘削　H3

掘削深　H4

埋戻し　H2

舗装幅　W1

口　径

管 外径 D

タイプ

土被り　H1

①
種　別

②

φ100 φ50

114 61

300 300

300 300

186 239

250

250

250

250

①

φ150

969

169

550

800

919

769

③

300

300

266

250

250

④

φ150

165

300

300

135

250

250

(良質土)

発生土

瀝青材無し

②

φ150

1369

169

550

1200

1319

1169

不断水仕切弁部土工図① S=1:50

1
6
9

3
00

1,
2
0
0

1
,
66

9

50
0

80
0

3
6

2
0
0

36
2
0
0

1
,
30

0

1
,
77

2

900625

200 3620036 1,525

1,997

675450400

(良質土)
発生土

路盤材 (RC-30)

機械掘削～流用土埋戻人力掘削～流用土埋戻

AS仮復旧(密粒・t=3cm)

30
1
7
0

不断水仕切弁 φ150(本体体積:0.02m3)

(昼間施工)

大 麻 地 区 露 出 鋼 管 取 替 工 事

1/20, 1/50

令 和令 和

葉

照  査

年 度

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課

作 成 年 度 年 度

第号

課 　 長 副 課長 係  長 製 　 図設  計

縮尺

第

所 属 年 度

図 面 総 数

係 員

図 名

工 事 名 称

図 面 番 号

掘削標準断面図

1410

露 出 鋼 管 ②

4 4



・３．４

・３．６

・３．６
Ｍ．Ｄ．Ｉ．Ｐ．φ１５０（Ｓ．５１　ＮＯ．３０）

Ｔ．
Ｄ．

Ｉ．
Ｐ．

φ７
５

（Ｈ
．１

１　
ＮＯ

．１
２）

Ｍ．Ｄ．Ｉ．Ｐ．φ１５０（Ｓ．５１　ＮＯ．３０）

Ｍ．Ｄ．Ｉ．Ｐ．φ７５（Ｓ．５１　ＮＯ．２６）

Ｍ．Ｄ．Ｉ．Ｐ．φ１５０（Ｓ．５１　ＮＯ．６）

Ｖ－７

Ｖ
－

８

Ｖ－９

Ｖ－５Ｖ－６

主要地方道鳴門・池田線

堀江郵便局

Ｖ－４
Ａ

平面図 S=1:150
N

空気弁撤去φ25

撤去管吊り上げ積込みφ150×1.6m

既設管撤去切断φ150-2

DIP-GX(1種) φ150 L=1.6m DIP-GX(S種)DIP-GX(S種)DIP-K(1種) DIP-K(1種)

φ150 L=5.0mφ150 L=2.0m φ150 L=4.6mφ150 L=2.0m

露出

県道歩道E②

 L=2.0m

（H=1.00）

県道歩道E①

 L=4.7m

（H=0.80）

市道車道D②

 L=4.3m

（H=0.80）

市道車道D①

 L=2.0m

（H=1.20）

11 14

令 和令 和

葉

照  査

図示

年 度

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課

作 成 年 度 年 度

第号

課 　 長 副 課長 係  長 製 　 図設  計

縮尺

第

所 属 年 度

図 面 総 数

係 員

図 名

工 事 名 称

図 面 番 号

大 麻 地 区 露 出 鋼 管 取 替 工 事

4 4

本設配管平面・ 横断図

E.P.

B.P.

A s

AsAs

C o

A s

C o

 DCIPφ150

 DCIPφ150

1
0
00

12
0
0

横 断 図 S=1:50

350 650 610 170

1260

本設配管平面・横断図

露 出 鋼 管 ③



G-Link

GX形継手(ライナ使用)

GX形継手

K形継手(特殊押輪使用)

凡　例

1'

1

2'

1

2
1'1”

1

1'

1”

1'

2

1

2'

・３．４

・３．６

・３．６
Ｍ．Ｄ．Ｉ．Ｐ．φ１５０（Ｓ．５１　ＮＯ．３０）

Ｔ．
Ｄ．

Ｉ．
Ｐ．

φ７
５

（Ｈ
．１

１　
ＮＯ

．１
２）

Ｍ．Ｄ．Ｉ．Ｐ．φ１５０（Ｓ．５１　ＮＯ．３０）

Ｍ．Ｄ．Ｉ．Ｐ．φ７５（Ｓ．５１　ＮＯ．２６）

Ｍ．Ｄ．Ｉ．Ｐ．φ１５０
Ｖ－７

Ｖ
－

８

Ｖ－９

Ｖ－５Ｖ－６

主要地方道鳴門・池田線

堀江郵便局

Ｖ－４
Ａ

（Ｓ．５１　ＮＯ．６）

φ50

φ25

配管図 S=1:150

N

K形用特殊押輪 φ150～4組

GX-K形甲切管 φ150×3.00m

K形継輪 φ150

GX形曲管 φ150×45°

GX形曲管  φ150×22 1/2°

K形継輪 φ150

K-K形乙切管 φ150×2.00m

GX-G形甲切管 φ150×1.60m

GX形ライナ φ150

回転止め金具

挿し口リング

GX形ライナ φ150

G-G形乙切管  φ150×1.86m

K形継輪 φ150

K形継輪 φ150

K形用特殊押輪 φ150～4組

K-K形乙切管 φ150×2.00m

GX-G形甲切管 φ150×1.00m

ｺﾝｸﾘｰﾄ防護

(昼間施工)

DIP-GX(1種) φ150 L=1.6m
DIP-GX(S種)DIP-GX(S種)DIP-K(1種) DIP-K(1種)

φ150 L=5.0mφ150 L=2.0m φ150 L=4.6mφ150 L=2.0m

S=none

18-8-40BB

コンクリート防護

500

5
0
0

12 14

令 和令 和

葉

照  査

図示

年 度

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課

作 成 年 度 年 度

第号

課 　 長 副 課 長 係  長 製 　 図設  計

縮尺

第

所 属 年 度

図 面 総 数

係 員

図 名

工 事 名 称

図 面 番 号

大 麻 地 区 露 出 鋼 管 取 替 工 事

4 4

配管図・ 詳細図

GX-K形甲切管 φ150×1.52m

GX形両受曲管 φ150×45°

GX形ライナ φ150

GX形曲管 φ150×45°～2個

ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽ（塩ﾋﾞ製）

HIﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄφ50

HIﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄφ50～2個

ｽﾘｰｽﾊﾞﾙﾌﾞφ50(10K)

ﾒｶ形ｷｬｯﾌﾟ(鋳鉄管用)φ150

(仮設工事)

A部詳細図

A部詳細図

洗管

水路

県道歩道As J② L=1.3m(H=1.00)

HI.TSφ50×0.30m

HI.TS(立上管)φ50×1.00m

HIｴﾙﾎﾞφ50×90°～3個

HI.TSφ50×0.50m

HI.TSφ50×0.50m

露 出 鋼 管 ③

注:1.一覧表の数値は単独曲管の場合の必要一体化長さであり
　　 複合曲管や、他異形管と連続設置する場合の必要一体化長さは異なる。
   2.図中に必要一体化長さが記されている場合は図中の値を参照する。
　 3.必要一体化長さには異形管の長さは含めない。
　 4.単独曲管部では曲管の両側に一体化長さを確保すること。

管端・仕切弁部

管径･(土被り)
名称

水平曲管　45°以下

水平曲管　45°～ 90°以下

水平丁字（三方向共通）

必要一体化長さ 一覧表　（0.75MPa）※ポリエチレンスリーブ無し

φ150・(H=0.80)

1.0m

4.0m

1.0m

7.0m

2'121” 1' 1
1'

DIP-K(1種) φ150 L=2.0mDIP-K(1種) φ150 L=2.0m DIP-GX(S種) φ150 L=4.6mDIP-GX(1種) φ150 L=1.6mDIP-GX(S種) φ150 L=5.0m

20001860100

100

1520

40

370

100

4701600

40

370

100

3000

40

340
70

10002000

As

既設管M.D.I.P.φ150

既設管M.D.I.P.φ150

12
0
0

1
50

10
00

As

1
3
0

16
5

2
00

1
00

0
20

0

2001000200

側  面  図 S=1:50

コンクリート防護工　L=1.6m
コンクリート防護工　L=1.6m



・３．４

・３．６

・３．６
Ｍ．Ｄ．Ｉ．Ｐ．φ１５０（Ｓ．５１　ＮＯ．３０）

Ｔ．
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Ｉ．
Ｐ．

φ７
５
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ＮＯ

．１
２）

Ｍ．Ｄ．Ｉ．Ｐ．φ１５０（Ｓ．５１　ＮＯ．３０）

Ｍ．Ｄ．Ｉ．Ｐ．φ７５（Ｓ．５１　ＮＯ．２６）

Ｍ．Ｄ．Ｉ．Ｐ．φ１５０
Ｖ－７

Ｖ
－

８

Ｖ－９

Ｖ－５Ｖ－６

主要地方道鳴門・池田線

堀江郵便局

Ｖ－４
Ａ

（Ｓ．５１　ＮＯ．６）

φ50

φ25

N

舗装断面1舗装断面2

13 14

令 和令 和

葉

照  査

図示

年 度

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課

作 成 年 度 年 度

第号

課 　 長 副 課長 係  長 製 　 図設  計

縮尺

第

所 属 年 度

図 面 総 数

係 員

図 名

工 事 名 称

図 面 番 号

大 麻 地 区 露 出 鋼 管 取 替 工 事

舗装復旧展開図 S=FREE

4 4

舗装復旧平面図・ 詳細図

舗装復旧平面図 S=1:150

舗装断面1

掘削幅B

不陸整正

仮復旧・t=3cm

AsAs

掘削幅B

0
.
0
5

（復旧後）

 全面復旧します
 の距離が1.2m以内の場合は

既設舗装・t=4cm

（復旧前）

密粒・t=5cm(ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ)

(県道歩道部)

舗装断面2

掘削幅B

不陸整正

仮復旧・t=3cm

AsAs

歩道全幅復旧

掘削幅B

0
.
0
4

（復旧後）

 全面復旧します
 の距離が1.2m以内の場合は

既設舗装・t=4cm

（復旧前）

密粒・t=4cm(ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ)
※ 影響幅から施工目地まで ※ 影響幅から施工目地まで

(県道車道部)

県道歩道　A=11.0㎡

県道車道　A=15.3㎡

0. 30 0. 30
（影響幅） （影響幅）

露 出 鋼 管 ③

凡　例 名　　称

粗粒t=5cm+密粒t=5cm,不陸整正(車道)

密粒t=5cm,不陸整正(車道)

密粒t=5cm,不陸整正(歩道)

密粒t=4cm,不陸整正(車道)

密粒t=4cm,不陸整正(歩道)



大麻地区露出鋼管取替工事
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※埋設シートは、管頂から200離れた箇所に布設する。

S=1:20掘削標準断面図

(県道歩道部)

断面J断面D

(市道車道部)

断面E

(県道歩道部)

露 出 鋼 管 ③



資 材 名 称 記 号 資 材 名 称 記 号
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仮設配管平面図・ 詳細図
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仮設配管詳細図
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